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久保・長江中学校区に係る小中一貫教育校開校準備委員会（第１２回）議事録 

 

１ 日 時  令和６年１０月２９日（火） １９：００～１９：４５ 

２ 場 所  尾道市役所 ２階 多目的スペース１ 

３ 出席委員  久保小学校長、長江小学校長、土堂小学校長、山波小学校長 

     久保中学校長、長江中学校長 

       久保小学校育友会長、長江小学校育友会長、土堂小学校育友会長  

       山波小学校育友会長、久保中学校ＰＴＡ会長、長江中学校育友会長 

中濵教育総務部長、小柳学校教育部長、末國庶務課長 

安保学校経営企画課長、金子教育指導課長 

 事務局１０人 

４ 進 行 

担 当 内 容 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（19：00 開会） 

 

１．進捗状況の報告 

皆様こんばんは。それでは議事を進行する。縦１の委員長から第１１

回開校準備委員会以降の進捗状況の報告を行う。        

まず、開校準備委員会や各検討部会での検討事項等については、開校

資料１の横版の両面だが、こちらで進捗管理をしている。今、こういう

状況で、黒塗りのところが増えてきたと思っている。太字は、前回から

追加をした日付を入れている。今後も、進捗状況を確認しながら、適切

に進めていきたい。それから、開校準備委員会だよりのＮo.１２を１０

月７日月曜日に発行した。そちらにあるとおり、校章が決まったこと等、

地域の皆様にもご覧いただいているのではないかと思う。 

前回、委員の中から、各小学校の伝統芸能について問い合わせがあっ

た。できるだけ早く調整をしてほしいと伺っている。小学校、中学校と

もに、小中の接続であるとか、学びの連続性を意識した総合的な学習の

時間の教育内容を、現在、検討しているところである。また、尾道みな

と小中一貫教育校の目指す子ども像や１５歳の生徒に身に付けさせたい

力、育てたい資質・能力等を意識した全体計画と指導計画を作成するこ

とが必要であるので、現在、慎重に検討している。 

なお、保護者の皆様や地域の皆様の期待に応えるという面で言うと、

これまで、各小学校でやっている全てのことを盛り込めればいいとは思

うが、 現実的には実際に全ての特色を取り入れて、これまで通りの学習

をするというのは、多分難しいと思う。全てを入れると、小学校だけで、

多分９年間ぐらい必要になってくるので、そういったことも考えながら、

かと言って、保護者の皆様や地域の皆さんをがっかりさせることのない
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ような中身を、今、検討しているので、もう少しお時間をいただきたい。 

ここまでが、委員長からの報告になるが、何か質問等があるか。 

 

伝統芸能は、いつを目処に決定されるのか。 

 

教育委員会と校長先生方と調整している。できるだけ早くとは思うが、

日にちは申し上げられないような状況である。 

 

２．部会の進捗状況と今後の予定について報告 

〇総務等検討部会 

 令和６年１０月１１日（金）に土堂小学校で、第７回総務等検討部会

を開催した。部会では、前回の総務等検討部会の振り返りを行って、開

校準備委員会での検討依頼事項について、確認をした。 

 検討事項は４点。１点目、施設整備についてである。８月７日の長江

中学校校舎現地視察の報告、尾道みなと中学校の改修内容の説明を行っ

た。主な改修内容は、中学校特別教室を小学校普通教室への改修や、電

話や放送設備が仮校舎と連携するための改修であることを説明し、特に

意見はなかった。 

 ２点目、校章についてである。９月２４日第１１回開校準備委員会で

委員の投票により、Ｅ案に決まったことを報告した。現在、校章デザイ

ンの最終調整をしており、次回、開校準備委員会で提示する予定である

ことを説明した。 

 ３点目、校歌についてである。小学校及び中学校の歌詞が決定したこ

とを報告した。現在は、作曲家に歌詞を提供し、作曲の制作を依頼して

いると報告をしている。１２月には、曲を披露することができるだろう

と事務局から説明があった。 

 ４点目、閉校記念事業についてである。各校の情報共有を行った。  

１０月１９日（土）に久保小学校の閉校記念事業があることの紹介があ

った。長江小学校からは１１月１７日（日）に長江秋祭りに合わせて閉

校記念事業としての、校舎の見学を企画していると報告を受けている。

土堂小学校は校舎見学について、３月９日の閉校記念行事の日を考えて

いたが、一度に入れる人数の制限等を考慮すると、別日を設定する方向

になるかもしれないと、報告を受けている。 

 また、最後に、協議したいことの申し出があった。開校に向け、新た

な育友会ＰＴＡ組織を整えていくことにともなって、来年度の会費の検

討を行っているが、現時点で、本来ならば、市教委が負担すべきところ

が、育友会ＰＴＡ会費で支払いをしている部分も少しあるんで、整理を
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行いたいということだった。例としては、印刷機があるとのことだった。

その場で意見交換があったが、結果的にこのことについては、別途協議

を持ち、具体的な対策を行いたいと事務局から説明があった。 

次回の開催日程については、具体的な日程は決まっていないが、１２

月を予定している。以上で総務等検討部会の報告を終わる。 

 

私より１点。最後に話題にあった、育友会ＰＴＡの費用から、市費で

払うべきものが出ているということについてである。会議が終わった後

に、発言をされた方と意見交換、流れを確認して、このことについては、

当然教育委員会としては大事なことなので協議をしていく。また、状況

等をお互い把握するために協議を何回か持ちながら、庶務課が、まず学

校の予算等、加味、考慮に入れて、協議をして決めていくことにしてい

る。 

ここで申し上げておきたいこととしては、これが、総務等検討部会の

検討事項になるかどうかというところについては、多分、その趣旨には

合わないだろうから、当然、責任を持って協議するので、当検討部会で

はなくて、教育委員会と各育友会ＰＴＡの協議ということで進めたいの

で、このことを補足として報告をする。よろしくお願いする。 

 

私も、先ほど事務局からあったが、開校準備委員会の中で話をする中

身ではないと判断はしている。よって、教育委員会と３小、新しいみな

と小の育友会の候補者の方とかで、話を詰めていくような段取りを組ん

でいるところである。 

 

〇生徒指導等検討部会 

１０月２２日に第８回生徒指導等検討部会を開催した。開校資料３を

ご覧いただきたい。まず、路線バスを活用した通学支援については、  

１０月１０日の路線バスを活用した通学支援小部会において、検討を行

った。検討内容については事務局から説明をする。 

 

路線バスを活用した通学支援小部会において、検討した事項のうち、

主なものについて報告をする。開校資料３の１７ページをご覧いただき

たい。その中に縦２．検討事項（１）通学支援の対象について、第２回の

小部会では、２０ページに記載の久保小学校区と土堂小学校区の赤字の

町名について、路線バスを活用した通学支援の対象として提案し、承認

をいただいた。その後、事務局内で対象範囲について再度検討を行って、

第３回の小部会では、青字で記載している長江小学校区のうち、土堂小
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生徒指導等検

学校区と住所が跨っている東土堂町と土堂２丁目及び久保小学校区と住

所が跨っている西久保町と久保１丁目を通学支援の対象とすることを、

追加提案させていただいた。 

今、申し上げた４つの町については、令和７年４月の開校後に、同じ

町に住んでいるにもかかわらず、通学支援が受けられるか否かの差が生

じるという課題を解消することを目的としている。また、長江小学校区

のうち、国道より南側で唯一、通学支援の対象の地域とはなっていない

十四日元町についても、地理的条件や長江通りの徒歩通学者を増加させ

ないという観点から、通学支援の対象とすることも合わせて提案をし、

承認をいただいた。１０月２２日に行われた生徒指導等検討部会におい

ても、同様の提案を行い、承認をいただいた。 

続いて、１７ページ、縦２の検討事項（２）乗降車バス停について、第

２回の小部会では、登校時は、「尾道駅前」を始発とし、「芙美子像前」

「渡場通り」「長江口」の４か所を乗車バス停とし、「北高入口」バス停

で下車して登校すること。また、下校時については、「北高入口」バス停

で乗車をし、「長江口」「渡場通り」「芙美子像前」「尾道駅前」の４か所を

降車バス停とすることを提案し、承認をいただいた。 

第２回の小部会の後、路線バス事業者である、おのみちバスと来年度

からの通学支援について協議を行ったが、その中で、「芙美子像前」や「渡

場通り」に停車するバスは、尾道みなと小学校を経由しないバスもある

という懸念材料が出てきた。もし、バスに乗り遅れた場合、次の便が尾

道みなと小学校方面行きではない可能性がある。登校時の「尾道駅前」

発は定期便のバス停、これは５番乗り場になるが、続行便のバス停は、

尾道駅を出てすぐ東側の７番８番乗り場、因島行きのバス停になること

から、行き先を間違えて乗るリスクを軽減するため、乗車バス停につい

ては、「尾道駅前」「渡場通り」「長江口」の３か所とすることを提案し、

承認をいただいた。   

またこの提案についても、生徒指導等検討部会において、承認をいた

だいた。 

この他にも、（３）バスの乗降時刻については、２１ページに記載して

いる現在のバスの時刻に加えて、尾道みなと小学校の通学支援に係り、

登下校とも続行便を出すことを、おのみちバスから了承いただいている。

詳細な時刻については、今後、尾道みなと小学校の時程が確定したら、

おのみちバスと協議をして決定していく。主な検討事項については以上

になる。 

 

続いて、学校規定品について。 
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中学校から制服のネクタイとリボンについては、前回の開校準備委員

会において提案したえんじ色の物について、「尾道みなと中学校の校章が

青を基調とした色になっていること。」「みなとのイメージは青であるこ

と。」「イメージカラーをできるだけ揃えた方が良い。」等の意見をいただ

いた。そのため、学校に持ち帰り、協議を行って、濃い青を基調とした

物を採用することになったことを報告する。 

体操服の名前の部分を刺繍タイプにするか、アイロンで貼り付けるタ

イプにするかについてだが、アイロンで貼り付けるタイプのものは一度

貼ったら二度と剥がせないことから、名前が違う人に譲り渡すことがで

きない。また、斜めに貼った時に剥がせないというリスクがあるので、

刺繍タイプとすることを、開校準備委員会で報告したことを報告した。

なお、名前の刺繍については、価格を抑える観点からも、上着のみ刺繍

を入れることとする。 

制服のボタンについては、生徒からアイデアを募集して図案化した６

点から、各校の生徒が投票した結果、デザインが決定したことを報告し

た。 

制服の採寸スケジュールは、中学校については、両校とも、先日１０

月２６日に保護者に説明を行い、１１月から１２月の１か月間で、１・

２年生は採寸を行うことを伝えた。なお、販売業者の拡大は、統合をス

ムーズに行うため、この度においては行わないことも併せて報告した。 

小学校については、現在、学校ごとに順次進めている。体操服につい

ても、順次採寸を進めていく。 

中学校のウインドブレーカーについては、現在、久保中と長江中とも

に学校規定品としているが、尾道みなと中学校で学校規定品にするかど

うかの意見を伺ったところ、「規定品とはせずに、華美ではないものを着

用すれば良いのではないか。」というご意見をいただいた。これらの意見

を参考に、今後、学校で方向性を決めていく。 

 小学校のキュロットについては、試作品を見て、様々なご意見をいた

だいた。今後、尾道みなと小学校が開校してからも継続して協議し、決

めていくこととした。 

生徒指導規程については、現段階での案について提示した。ご意見と

して、「部活終わりの着衣」「髪型の編み込みの扱い」「キーホルダーの持

ち込み」等についてご意見をいただいた。いただいたご意見を参考に、

山波小学校も含めて、引き続き連携して作成していく。 

危機管理マニュアルについては、各学校で作成が義務付けられている

ので、児童・生徒の安全性を確保するために、現在、小中学校で作成し

ているところである。作成については、学校に一任して、完成したら、
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災害時の引き渡し方法等の児童・保護者の連携に関わる箇所については、

開校準備委員会で報告をしたいと考えている。 

最後に、次回の開催日程については未定であるが、尾道みなと中学校

区の通学路の合同点検を実施した後に開催する予定である。 

 

 

〇教育課程等検討部会 

 教育課程等検討部会の取組について２点報告する。 

１点目は、現在、児童間交流・生徒間交流を計画通り進めている。統

合する３小学校において、学習発表会シーズンが一段落したところで、

１０月２８日には４年生が実施した。３０日にはオンラインで１年生が

交流をする。１年生の交流が完了したら、全学年１回は交流を持ったと

いうことになる。 

そして、１０月３１日には、いよいよ３小５年生による合同の野外活

動を実施する。 

中学校では、授業交流をオンラインで行っている。１年生が１０月４

日（金）３・４時間目。２年生は１０月２日（水）５・６時間目に行っ

た。 内容については、総合的な学習の時間を使って、文化祭、久保中学

校においては教育総合発表会という表現をされるが、その内容について、

タブレットを使って、お互いに紹介し合い、グループごとに発表した後、

Googleクラスルームのストリームを使って、全員が評価のコメントを書

き込んでいった。お互いが、今学習していること、取り組んでいること

について知ることができ、どんな人たちがお互いの学校にいるかを知る

ことができた。また、肯定的な評価をし合ったので、生徒たちの自信に

繋がったと捉えている。 

前回のクラブ活動についての報告で、野球部、女子バスケットボール

部が、合同チームを組んで南部地区大会に出場したことをお伝えしたが、

その後も部活動ごとに合同練習を行っている。全てのクラブではないが、

今後も引き続き、計画を立てて実施し、クラブ活動においても、円滑な

統合が進んでいくように取り組んでいる。 

また、今後の予定として、生徒会によるリーダー研修会、１２月２４

日実施に向けて交流を計画している。小中学校の教職員は、 校内研修へ

の参加を予定通り行っている。授業を見合うことで 次年度に向けた取組

の方向性を備え、９年間の学びの姿について、意識が高まっていくよう

に取組を続けている。 

２点目になるが、本部会独自の取組ではないが、１０月１１日（金）

に、小中一貫教育に関わる２中４小校長会を開き、教育委員会と取組の
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詳細について、共通認識を持たせていただいた。特に今後、１中２小に

なった時の総合的な学習の時間の取り組み方や教育計画の策定に関わっ

て、９年間の学び、これを意識した取り組み方について、ご指導いただ

いた。 

現在１回目の教育計画策定で作り上げた原案は、こちらの改善を図っ

ているところである。各校の教務主任、研究主任が所属している教育課

程等検討部会は開催していないが、教育委員会と各校校長の段階におい

て、細かい詰めの作業を行っている。 

今後、２中学校での在校生向けの一貫校説明会が予定されているので、

ここで、小中一貫校の特徴を説明し、在校生にとってもワクワク感が高

まっていくように準備を進めていく。 

第７回の部会については、現在のところ、開催日は未定だが、先ほど

言ったとおり、今後も、校長会の回数はどんどん増えていくので、そち

らでしっかりと総合的な学習の時間の取り組み方、伝統文化の学習内容

について、協議を進めていく予定である。以上で報告を終わる。 

 

 

 先ほど、在校生の説明会みたいなことを言われていたが、今度、新入

生たちへの説明会というのはあるのか。 

 

新入学児童生徒への入学説明会は小中どちらも予定通り実施する。 

 

 

 

分かった。うちも今６年生なので、しっかり説明してほしい。 

交流もしっかりやっていただきたいと思っている。どうぞよろしくお

願いする。 

 

承知した。ありがとうございます。 

 

 

 

突然だが、小学校と中学校で校長先生お二人ぐらいで、交流してみて、

この１か月ぐらいの様子がどうだったか、おっしゃっていただければ、

保護者の方も安心できるんじゃないかと思うが、小学校、久保小校長先

生か、長江小校長先生。 
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長江小学校長 

 

小柳委員長 

 

長江小学校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

長江中学校長 

 

 

 

 

 

 

 

どこからかね。 

 

 印象に残ったことで、９月の後半ぐらいで。 

 

２年生を見たが、２年生はそれぞれの学校でおもちゃ、生活科の授業

ということで、おもちゃを作って、そのおもちゃを長江中学校の体育館

へ持ち込んで、それを紹介しながらゲームをして遊んでもらうというの

を、ローテーション組みながら、第１グループのおもちゃ、「私たちは〇

〇を作りました。」と言って、他の学校の子たちは体験をする。遊ぶとい

う。「じゃあ、第２グループに代わるよー。」とか言って、自分たちの作

った輪投げであるとか、ボウリングゲームとかいうものを、それぞれ創

意工夫して、楽しいおもちゃを作っていて、長江小学校の校長としては、

「出来栄えは、他所はどうかな。」と、どこの学校も同じように作ってい

たので、ほっとしたところで、うちだけレベル低かったらどうしようと

思いながら見たが、でも、子どもたちは、本当にルールを守って元気に

やっていた。 

 それ以外は、外国語活動を４年生はやった。これも新たな取組で、や

っぱり、いつもどの学年でも思うんだけれども、最初のところの入りが

どうかなあと、それぞれの学校、どきどきするかなあと思うが、だんだ

んやっぱり慣れてきて、全然、大人が心配することなく、普通に交流を

しているので、子どもたちの方が、いらない考えを持っている大人より

かは、すごくスムーズに行くなということ。そういう意味で、いろいろ

あったけど、いい交流だなと。まあ、２回しかないが、もっとやっても

なかなかね、それぞれの学校忙しいんでできないが、まだまだオンライ

ンとかもあるので、そういうのもできるかなと思っている。 

 

はい。突然、ありがとうございました。 

次、中学校で、どちらか言っていただければ。 

 

先ほど説明があったように、１年生と２年生はオンラインで交流をす

る。私も見に行って、本校で言えば、図書室で２年生の代表がオンライ

ン交流、そしてその他の生徒は、通常の普通教室のところで一斉にその

様子を見ている中で、これはオンラインなので、肌感覚がない交流なの

で仲良くなったという感じはないが、刺激は大変あったように思う。自

分たちの発表に対して指摘をもらって、それを改善していくというとこ

ろでのいい刺激は受けていたかなと感じている。 

そして、肌感覚の中では部活動。野球部の方、私も試合を一緒に、ベ
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久保中学校長 

 

長江小学校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

ンチに入って見ていたが、最初はまとまりきれんかなという感じも、ち

ょっと試合の前半あったが、やっぱり子どもはすぐ打ち解けて、最後の

方は本当なんかニコニコしながら、お互いが声をかけながら試合してい

る姿を見たら、ああ、これは大丈夫だなというのは感覚的に思った。 

そういう交流のある試合を９月にしたというところがあって、本校、

実は野球部は２年生５人、１年生２人の７人しかいないが、普段の練習

もすごく意欲的にやってるな、試合になったら一緒に久保中と頑張りた

い、頑張るぞみたいな、そういう中で、もしこれがなかったら、多分、人

数が少ないので、なんか元気がない部活になったと思うが、非常に意欲

的にやってるのは、見ていて気持ちがいい感じだった。 

交流の意味は今のところは出ている。そして、１２月２４日の第２回

の中学校リーダー研修会について、生徒会を中心とした、執行部を中心

とした交流も控えているので、いい感じで進んでるとは個人的に思って

いる。どうですかね、久保中学校長先生。 

 

おっしゃるとおり。 

 

一つ付け加えさせて。特別支援学級もオンラインで毎週交流しながら、

最後の１回は皆で集まるということでやっていて、内容はともかく、う

ちの学校の、特別支援学級に在籍している保護者の方から「ありがたい

です。子どもは新しい学校に行くっていうことに不安がいっぱいあった

んだけど、『オンラインでお友達ができた』というふうに言っていて、交

流をありがとうございます。」と先日お礼を言われたので、「そうか。特

別支援の子は特にそうだよなあ。」と思いながら、今後も継続的にして、

もう６回ぐらいやっているが、毎週進めていこうというふうに思ってい

る。 

 

 ありがとうございます。やっぱり、環境が変わるだけでなく、人間関

係とかある。毎週していただけるというのは、本当に心強いことなんじ

ゃないかと思う。突然、言っていただいたが、順調に進んでいることが

伺えたと思う。ありがとうございました。 

それではまた、議事に戻る。 

 

３．議決事項について 

（１）路線バスを活用した通学支援について 

通学支援の対象範囲と児童の乗降バス停について、生徒指導等検討部

会から報告があった。これについて、報告の時に質疑はなかったので、
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小柳委員長 

 

 

 

 

事務局（宮崎

学校経営企画

課企画振興係

長） 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

事務局（宮崎

学校経営企画

課企画振興係

長） 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

安保副委員長 

 

 

今、部会長、事務局から報告があったとおり、このとおり進めさせてい

ただいてもよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

それでは原案のとおり決定とする。  

 

 

４．確認及び協議事項について 

（１）校章（最終デザイン）について 

前回、９月２４日に開校準備委員会で、デザイン案が投票によりＥ案

に決定したため、現在、尾道市立大学の伊藤准教授に報告し、最終調整

をお願いしている。最終的に決定したデザインは皆様に、次回紹介でき

ればと思っている。以上。 

 

本当は、今日お持ちできるかということで、総務等検討部会の時にお

話をしていたが、最終調整を今、まだしているというところで、次回に

は紹介できると思う。 

 

 

（２）校歌について 

開校資料２の総務等検討部会にある８ページと９ページをご覧いただ

きたい。８ページが尾道みなと小学校、９ページが尾道みなと中学校の

校歌の歌詞になる。校歌の歌詞が決定した。現在、作曲家の堀内先生の

方に作曲依頼をしており、デモを受け取ったら皆さんに披露をしたいと

考えている。以上になる。  

 

作曲は順調に進んでいると伺っているし、中学校には吹奏楽部もある

ので、吹奏楽の楽譜も依頼をしているので、また３学期に入ったら、両

校歌と吹奏楽と練習ができるのではないかと思っている。 

 

 

５．各部会への検討依頼の内容について 

（１）総務等検討部会 

レジュメの縦５．各部会への検討依頼の内容についてご覧いただきた

い。総務等検討部会については、今回も依頼事項はない。 
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小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（宮崎

学校経営企画

課企画振興係

長） 

 

小柳委員長 

 

 

 

久保小学校長 

 

（２）生徒指導等検討部会 

先ほど、報告にもあったが、第２回通学路の合同点検の実施をお願い

する。 

また、生徒指導規程と危機管理マニュアルについては、学校で作成す

ることになるが、また、開校準備委員会で、危機管理マニュアルについ

ては、特に災害時の避難経路とか、保護者への引き渡し等を中心に。ま

た、開校準備委員会での提案をお願いする。 

 

（３）教育課程等検討会 

  時程と教育計画について、この時程は、特に小学校の方については、

この時程を基にバス事業者とバスの時刻について連携していくものにな

る。１２月中に案を提示していただけたらと思う。 

 また、教育計画については、各教科の教育計画があるが、その中でも、

総合的な学習の時間については学校の特色となると思うので、こちらに

ついては、また開校準備委員会で提案をしていただけたらと思う。以上。 

 

 

６．第１３回開校準備委員会での協議事項等 

次回は先ほど副委員長も言ったが、各部会からの進捗状況とかが主な

議題になると思う。ただ、各部会の方も、今後はいつ開催になるかとい

うところも不透明なところもあるが、部会で開催し、開校準備委員会で

という流れの方をしっかりと守っていきたいと思っている。 

 

 

７．その他 

（次回の開催日の提案） 

令和６年１２月１８日（水）１９時～市役所２階多目的スペース１に

て行う。 

 

 

（その他） 

先般、久保小学校さん、閉校記念行事をされて、主催者発表１,０００

人ということだったが、やられてみての気付きとか、もしあれば、次は

長江にバトンタッチすることになるが。 

 

 ご協力いただきましてありがとうございました。本当に、大雨だった

が、たくさん来てくださって、急遽、当日実施していなかった、中の通
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小柳委員長 

 

事務局（石川 

庶務課管理係

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長江小学校育

友会長 

 

路も整理していただいて、昔の育友会誌とか、それから昔の卒業アルバ

ム等も公開できるようにお部屋を作っていたので、大変懐かしく見てく

ださって、特別に、久保小学校の校舎の石の手すりで、当時やんちゃな

お父さんたちが滑って降りたという思い出がたくさんあられるみたい

で、懐かしそうに触ってらっしゃる方とか、何よりもその老若男女、若

い方たちも帰って来て嬉しそうだったし、大ベテランの先輩方も同窓会

のように人と人が出会う場だったのかなあと、素敵な時間だったと思う。 

 

 事務局側から何かあるか。 

 

 最初、校舎に入るルールとか、細かいところをいろいろと申し上げさ

せていただいて、ご協力ありがとうございました。 

その結果、一応、ヘルメットを被っていただきながら、少し入る人数

は控えさせていただいた。このあたり、長江さんの方も今後詰めていく

と思うので、同じような流れで進めたいと思っている。先ほど校長先生

がおっしゃっていたように、中に入った方は、懐かしい教室に入ったり、

急遽、黒板の方に寄せ書きのようなこともしていただきながら、楽しん

でいただけたと思う。短い時間ではあったが、有意義に過ごせたという

ことで、多少、雨だったんで行列になったりということもあったが、大

変いい機会になったかなと思っている。細かいところ、長江さん、土堂

さん、始まる前にお知らせして開催となるので、またよろしくお願いす

る。 

  

私も久保小の閉校記念事業で、ヘルメット係をしたが、卒業生じゃな

い人も来ていて、私がちょっと話をしたのは、東高の高校生だったが、

「久保小の卒業生？」と声をかけたが、「全然違います。」「ええっ。どこ

なの？」と言ったら、出身は福山市の中学校で、東高に通っていて、ず

っと気になっていたそうだ。「今日、たまたま模試で学校に来ていて、こ

ういうのをやっているっていうのが見えたんで来ました。」ということ

で、女子が写真を撮りまくっていた。こういう建築物とかすごい興味が

あるということで、なんかすごく嬉しがっていたので、「しっかりよく見

て帰りなさい。」と言ったが、そういうこともあった。 

今度は１１月１７日の長江小だが、何かＰＲとかはあるか。 

 

次は長江なので、皆さんよろしくお願いいたします。結構、映画とか

ドラマに使われたことがあるので、ああいうところも、しっかり見ても

らって、目に焼き付けて帰っていただけたらなと思っている。帰り際に、
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小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館で私たちは焼きそばを焼いているので、来られたら、食べて帰っ

ていただけたらと思う。よろしくお願いする。以上。 

 

 また、教育委員会もお手伝いをするので、よろしくお願いする。 

 それでは今日の議事はここまでとなる。スムーズに進行することがで

きた。 

以上で閉会する。本日はどうもありがとうございました。 

 

（終了 19:45） 

 

 


